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表 2 　 個々のクライエントへのセラピーの適合方法とそのエビデンスの強さ 















































作業同盟 190 >14,000 0.57 7.5
共感 59 3,599 0.63 9.0
目標の合意／協働 15 1,302 0.72 11.5
肯定的関心／承認 18 1,067 0.56 7.3
自己一致／純粋性 16 863 0.49 5.7
特異的要因
セラピーの違い 295 >5,900 <0.20 <1.0
特異的要素（dismantling） 30 871 0.01 0.0
プロトコルの遵守 28 1334 0.04 <0.1































図 2 には， 9 人の精神科医の抗うつ剤（イミプラミン）とプラシーボ，それぞれによる治療効果
が示されている。精神科医 1 は，抗うつ剤でもプラシーボでも優れた治療効果を出しているのに対
して，精神科医 9 は，抗うつ剤でもプラシーボでもうつを悪化させている。精神科医 1 のプラシー






おおよそ 3 〜 7 ％を説明すると結論している。これに対して，セラピーの違いは，表 3 にも示さ
れているように，治療効果のばらつきの 1 ％を説明するのみであるとしている。
図 1 ． 心理療法の違いの効果量 
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